
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 24 （回答者数） 18

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

室内プログラムを多く用意し成長できるような療育を
行っていく。

2

子どもに合った活動を多く取り込んで療育を行ってい
きたい。

3

内部研修、ズームによる外部研修を積極的に行い
更に質を高めていきたい

応じて

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者様に少しでも活動の様子を知ってもらえるよう
個別に写真を載せたい。
ホームページ、コミュニケーションツールで活動の様
子やお知らせを周知していきたい。

2

保護者間の交流、きょうだい同士の交流ができるイベ
ントを増やしていきたい。保護者同伴の遠足や保護者
会を開催し、意見交換の場を提供していきたい。

3

○事業所名 放課後デイサービス　クローバ

○保護者評価実施期間 2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者と連絡事項などコミュニケーションツールがある
が十分に活用できていない。

保護者様への活動の様子をお知らせ、写真を記載し説明
したい。

保護者同士の交流の機会、きょうだい向けのイベントの
開催など、きょうだい同士の交流の機会が少ない。

開催日が少ないため、より多くの家族に参加してもらえ
るようにしたい。

室内活動だけでなく、より社会に近い活動を取り入れた
療育を行っている。

公共交通機関を利用した移動手段で、公園、公共施設に
行き社会参加を多く取り入れている。

希望される方は週に2回利用できるため成長につながっ
ている。

子どもたちと向き合い、必要な言葉がけを、その都度く
り返し伝えていく。

手厚いサービスを行うために、利用者人数プラス障害特性を
加味した配置人数を心がけている。

毎日のプログラム活動に加え、音楽療法、サッカー教室、勉
強の時間等を設け５領域を意識した養育を行っている

事業所における自己評価総括表公表
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